
市民と議員の条例づくり交流会議２００６（第六回）市民自治体への道―分権時代の議会の役割 

プログラム（2006年6月12日現在／詳細･最新版はHPにてご確認ください） 

◆第一部［10時－12時］ 
｢小さな自治体の議会制度―その改革方向性を探る｣ 
 

基調報告：今村都南雄さん(中央大学教授) 
 ※第２次(町村)議会活性化研究会委員/地方制度調査会委員 

 

実践報告：橋場利勝さん(北海道栗山町議会議長) 
 ※全国初「栗山町議会基本条例」を制定（2006年5月18日） 

 

コメント･パネル討論＆会場討論 

 

◆第二部［13時30分－16時40分］ 
｢変える、変わる、変えられる―自治法改正の評価   
と今後の議会改革｣ 
 

基調報告：大森 彌さん(東京大学名誉教授) 
 ※都道府県議会制度研究会座長/元地方分権推進委員会専門委員 

 

コメント：青山彰久さん(読売新聞社解説部次長) 
 ※自治･分権ジャーナリストの会/新地方分権構想検討委員会委員 
 

問題提起：わたしたちの議会改革提案 
 

コメント･パネル討論＆会場討論/まとめ 
 

全体コーディネーター：辻山幸宣さん(地方自治総合研
究所主任研究員) 
 

◆懇親会 [17時－18時30分] 

◆分科会［11時－12時30分/13時30分－15時］ 

 

◎第一分科会｢議会への市民参画｣ 

 
 

コーディネーター：須田春海さん(市民立法機構共同事
務局長) 
 

分権の流れとともに、行政への市民参加は今や当然のこととして
定着してきた。しかし、議会はなかなか変わることができず、議会
への市民参加も進まない。それを阻むのは議会運営の慣例と、定数
や報酬の削減だけに終始しがちな“議会改革”の議論である。 
一方の首長主導の市民参加も、その質が問われ始めている。議会は
どのように市民参画を受け止めるべきなのか、市民自治体を目指
す議会の役割を模索する。 
 

◎第二分科会｢再検証･都市計画における議会の役割｣ 

 
 

コーディネーター：饗庭 伸さん(首都大学東京) 
 

都市計画に議会が関わるべきか、どこまで関わることができるか。
「都市計画は地域住民主体で」と、当の議員自身もそのように考え
ていることがあるが、その意識が地域の都市計画をいつまでも貧
相にしていないだろうか。議員と専門家が対話することを通じて、
固定的に考えられている議会の役割を再考し、新しい役割、本来あ
るべき役割を明確にする。 

 

◎第三分科会｢予算をめぐる長と議会の関係｣ 

 
 

コーディネーター：加藤良重さん(法政大学非常勤講師) 
 

現在の制度では、予算の編成権と提案権は長に専属し、議会は予算
の審査、議決を最も重要な任務として、多くの審議時間を割いてい
る。しかし予算・決算、専決事項の扱いなど、長と議会の予算をめ
ぐる関係は決してバランスがよいとは言えない。議員と研究者の
議論から、予算を議会が制御する道を探る。 
 

◎第四分科会｢コミュニティ活動と議会｣ 

 
 

コーディネーター：坪郷 實さん(早稲田大学教授) 
 

地域の課題を自ら解決し、市民の生活を支えあうコミュニティ活
動が定着し始めた。しかし、地域のニーズを十分に満たす活動を展
開するには、いくつもの課題がある。地域が抱えるさまざまな課題
を解決するために議会は何ができるのか。豊かな市民生活を実現
するコミュニティ活動の発展、多様な生き方・働き方を支える政
策・制度づくりと議会の役割について考える。 

第１日（7月29日）◎本格的な議会改革の 
時代を拓くために、チャレンジする議会へ 

第２日（7月30日）◎地域の課題解決、自
治のルール、条例づくりと議会の役割  

◆全体会［10時－10時50分］ 
｢条例づくりと議会―合議制の代表機関にしかできな
いこと｣ 

 

問題提起：廣瀬克哉さん(法政大学教授) 

参加申込フォーム◎FAX：03-3263-9463（実行委員会事務局宛） 

 

※市民と議員の条例づくり交流会議２００６（第六回）に参加する。 

 お名前  ご所属  

 参加形式  □ 議員･自治体関係者（ 10,000円） □ 市民（5,000円） □ 懇親会（別途3,000円） 

 ご連絡先 (〒       ) 
 
 
 
 

 E－mail 
 

 

 

※詳細が確定次第、ご案内いたしますので、是非ご記入ください。（または、FAX番号） 

 第１日(7月29日)◎ □第一部／ □第二部／ □懇親会 

 第２日(7月30日)◎ □全体会／ □第一分科会 □第二分科会 □第三分科会 □第四分科会 

 ご予定 
 

  


